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CAM ベトナム通信～当社グループ現地人スタッフによる最新情報～  

海外移住先として人気上昇のベトナム 

最近、ベトナムが定年退職後の移住先として欧米人の注目を集めています。ヨー

ロッパ系の雑誌社によると、夫婦の生活費が月 1,000 ドル以下で暮らせる国として

初めてベトナムが上位にランクされました。 

今までは、パナマ、ポルトガル、コスタリカといったラテン諸国が人気を集めて

いましたが、最近ではベトナムのビーチリゾートが、コストパフォーマンスの良

さで人気急上昇中です。 

 

具体的には、クアダイ・ビ

ーチ（ホイアン）、ニャチ

ャン・ビーチ（カインホア

省）、ロング・ビーチ（フ

ーコック島、キエンザン

省）が人気のトップ 3 で

す。 

日本では、フィリピン（セ

ブ島）、タイ（チェンマ

イ）、台湾、オーストラリ

ア、ハワイ、スリランカなどが、海外移住先として高い人気があります。 

ホイアン 
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CAM ベトナム通信～当社グループ現地人スタッフによる最新情報～  

しかし、①人々が親日的、

②治安が良い、③仏教国、

④食事が日本人の口に合

う、⑤生活費が他の

ASEAN 諸国と比べても安

い、などの要素を考慮する

と、これからは定年後にベ

トナムでの悠々自適な第 2

の人生を考える日本人が増

えるでしょう。 
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写真：ヴィパールリゾート＆スパの HP から 
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